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漢字・語句の確認
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知　識 /40 合 計

思　考 /110 /150

４	

　
　 

「
李
徴
の
声
が
答
え
て
言
う
」（
一八・

15
）、「
叢
中
の
声
は
次
の
よ
う
に

語
っ
た
」（
二〇・
1
）
の
よ
う
に
、
話
す
主
体
を
「
李
徴
」
で
は
な
く
「
李
徴

の
声
」
と
す
る
表
現
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。
説
明
せ
よ
。	

�

〈
6
点
〉

５＊	

　
　 

「
後
で
考
え
れ
ば
不
思
議
だ
っ
た
が
」（
一九・

5
）
と
い
う
表
現
の
効
果

に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。�

〈
4
点
〉

ア
　
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
と
読
者
に
強
調
す
る
効
果
。

イ
　
異
常
な
事
態
を
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
す
る
効
果
。

ウ
　
作
者
の
考
え
を
そ
れ
と
な
く
読
者
に
理
解
さ
せ
る
効
果
。

エ
　
こ
れ
は
袁
傪
の
夢
で
あ
っ
た
こ
と
を
読
者
に
説
明
す
る
効
果
。

オ
　
こ
の
話
が
作
り
話
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
効
果
。

６	

　
　 

「
人
間
の
心
で
…
憤
ろ
し
い
」（
二一・

5
）
と
感
じ
て
い
る
李
徴
が
、
自

分
の
運
命
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
部
分
が
あ

る
。
本
文
中
か
ら
六
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
、
最
初
と
最
後
の
五
字
を
答
え

よ
（
句
読
点
を
含
む
）。�

〈
完
答
4
点
〉

～

思思思

　
　
　
　
　
　
　

１	

　
　 

冒
頭
部
分
（
一六・

1
～
10
）
か
ら
読
み
取
れ
る
李
徴
の
人
物
像
に
つ
い

て
説
明
し
た
次
の
文
の
空
欄
に
入
る
適
当
な
語
句
を
、
本
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
指
定
の
字
数
で
抜
き
出
せ
。�

〈
各
2
点
〉

　
非
常
に
優
れ
た
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
協
調
性
が
な
く
、
人
と
の

　a［
3
字
］
を
断
ち
、
　b［
7
字
］
を
遺
す
た
め
に
役
人
の
仕
事
を
や
め
て
ま
で

　c［
2
字
］
に
ふ
け
っ
た
。
し
か
し
、
名
は
揚
が
ら
ず
、
妻
子
の
衣
食
の
た
め
、

ま
た
自
身
の
　d［
9
字
］
こ
と
か
ら
、
再
度
役
人
と
な
っ
た
。

a

b

c

d

２	

　
　 

第
一
段
落
（
一六・

1
～
一七・

13
）
の
内
容
を
も
と
に
、
李
徴
が
「
つ
い

に
発
狂
し
た
」（
一七・

5
）
理
由
を
説
明
せ
よ
。�

〈
6
点
〉

３	

　
　 

「
袁
傪
」（
一七・
14
）
の
人
物
像
を
、
七
十
字
以
内
で
ま
と
め
よ
。� 〈
6
点
〉70

文
脈
を
理
解
す
る

思思思

１	

　
　 
傍
線
部
の
漢
字
は
読
み
を
答
え
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
な
お
せ
。�

〈
各
1
点
〉

知

２	

　
　 

次
の
語
句
の
意
味
を
調
べ
よ
。�

〈
各
1
点
〉

⑴
　
焦
燥
（
一六・

6
）

　
　

⑵
　
畏
怖
（
一九・

1
）

　
　

⑶
　
切
磋
琢
磨
（
二五・

6
）

　
　

３	

　
　 

次
の
語
句
の
対
義
語
を
答
え
よ
。�

〈
各
1
点
〉

⑴
　
非
凡
（
二三・

1
）�
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〕

⑵
　
尊
大
（
二五・

2
）�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

⑶
　
怠
惰
（
二六・

1
）�

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

４	

　
　 

次
の
語
句
を
用
い
て
短
文
を
作
れ
。�

〈
各
2
点
〉

⑴
　
歯
牙
に
も
か
け
な
い
（
一六・

11
）

　
　

⑵
　
息
を
の
む
（
二二・

7
）

　
　 知
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⑴
　
豊
頰
の
美
少
年�

⑵
　
再
び
東
へ
赴
く�

⑶
　
官
吏
の
職�

⑷
　
勅
命
を
奉
じ
る�

⑸
　
身
を
翻
す�

⑹
　
久
闊
を
叙
し
た�

⑺
　
叢
の
傍
ら
に
立
つ�

⑻
　
隔
て
の
な
い�

⑼
　
憤
ろ
し
い�

⑽
　
建
物
の
礎�

⑾
　
自
ら
を
嘲
る�

⑿
　
危
惧
を
抱
く�

⒀
　
乏
し
い
才
能�

⒁
　
懇
ろ
に
挨
拶
す
る�

⒂
　
月
を
仰
ぐ�

⒃
　
ゾ
ク
ア
ク
な
大
官�

⒄
　
美
し
い
ヨ
ウ
ボ
ウ�

⒅
　
ヒ
ン
キ
ュ
ウ
に
堪
え
ず�

⒆
　
ヤ
ミ
の
中�

⒇
　
山
野
を
ソ
ウ
サ
ク
す
る�

㉑
　
壁
に
シ
ョ
ウ
ト
ツ
す
る�

㉒
　
シ
ュ
ウ
ア
ク
な
外
形�

㉓
　
超
自
然
の
カ
イ
イ�

㉔
　
古
い
キ
ュ
ウ
デ
ン�

㉕
　
土
砂
に
マ
イ
ボ
ツ
す
る�

㉖
　
作
品
の
コ
ウ
セ
ツ
を
問
う�

㉗
　
シ
ョ
ウ
ガ
イ
の
思
い
出�

㉘
　
詩
に
シ
ュ
ウ
チ
ャ
ク
す
る�

㉙
　
ク
セ
の
あ
る
人�

㉚
　
才
能
を
ク
ウ
ヒ
す
る�
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教科書

p.16
～
p.29

第一段落（p.16ℓ1～p.17ℓ13）第二段落

第二段落（p.17ℓ14～p.20ℓ2）第三段落


